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[1] 
1-1. 
特殊関数に関する基本的理解を問う問題である。ルジャンドル多項式についての基本的理
解，ルジャンドルの微分⽅程式の特性，およびそれらに基づいた微分⽅程式の解法について
の能⼒を問うた。 
1-2. 
n 次元球の体積と確率分布に関する問題である。前半では，ガウス積分およびガンマ関数に
関する基本的な知識と計算⼒を問うた。後半では，確率密度関数および n 次元空間上の体
積要素の概念を理解しているかを問うた。 
 
[2] 
2-1. 
帯電する球の電荷の捕獲に関する問題である。前半では，衝突断⾯積の基本的な考え⽅を理
解し，かつ⼒学的エネルギーおよび⾓運動量の保存則を適切に応⽤できるかどうかを問う
た。後半では，マクスウェル分布のもとでの物理量の平均計算を正しく実⾏できるかどうか
を問うた。なお，重⼒で相互作⽤する天体の合体成⻑の問題に対しても同様の計算が⽤いら
れる。 
2-2. 
空気抵抗を考慮した物体の斜⽅投射の運動を考える問題である。まず，運動⽅程式の導出・
解法までを⼀貫して⾏う基礎⼒を問うた。さらに，空気抵抗が弱い極限における近似展開を
通して，次数評価と式変形を正確に進める能⼒を評価した。加えて，到達距離が最⼤となる
条件が空気抵抗なしの場合からずれることを論証させることで，結果の定性的理解と妥当
性判断の能⼒を確認した。 
 
[3] 
3-1. 
ガス球における⼒の釣り合いと安定性を考える問題である。⾃⼰重⼒と圧⼒勾配の⼒の釣
り合い（静⽔圧平衡）や⼒の向きを正確に把握する能⼒，熱⼒学の基本法則に対する理解度，
平衡状態に対する摂動に対する安定性を正しく評価する能⼒を問うた。 
3-2. 
古典的な系を対象とした統計⼒学の基本的な問題である。カノニカル分布を⽤いて全エネ
ルギーの平均値やそのゆらぎなどの基本的な量を計算することで，分配関数の意味を含む
基礎的な事項の理解を確認した。また，ゆらぎの⼤きさと平均値の⽐の意味を問うことによ
り，統計⼒学の原理についての理解を⾒た。 



[4] 
4-1. 
本問では，地球表層の構造についてと，プレートテクトニクス理論についての基礎的理解を
問うた。 
4-2. 
本問では，熱伝導⽅程式についての基礎的理解と応⽤⼒を問うた。 
4-3. 
本問では，地球物理学で⽤いられる基本的な物理量に対する理解と，問題⽂に⽰された情報
から⽅程式を適⽤する応⽤⼒を問うた。加えて，鉱物の強度を正確に算出できる計算⼒を求
めた。 
4-4. 
本問では，プレートの沈み込みに関連した地球物理学的現象の基礎的理解を問うた。加え
て，図⽰された情報に基づいて地球科学的現象を説明する論理的思考⼒を求めた。 
4-5. 
本問では，摩擦則についての基礎的理解と，⽅程式を⽤いて地球科学的現象を解釈する論理
的思考⼒を問うた。 
 
[5] 
5-1. 
本問では，元素の地球化学的挙動と分配についての基礎的理解を問うた。また，イオン交換
法を題材として，錯体化学等の基礎知識と，適切な化学操作を⾏うための判断⼒等を求め
た。 
5-2. 
本問では，重量分析を題材として，化学反応と化学量論に関する基礎的理解を問うた。さら
に，酸塩基反応を通して，化学的知識に基づく安全な実験操作ができるかを求めた。 
 
[6] 
6-1. 
本問では，有機化学および有機地球化学の基礎知識，またそれらに関連する分析⼿法の理解
と応⽤⼒を問うた。 
6-2. 
本問では，海洋の物質循環と気候の理解，および考察⼒を問うた。 


